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1．は じめ に

　2002 年 10 月 より〔独 ）産 業技 術 総合研 究所 （AIST）と（独 ）科 学

技術振 興機構 （JST）が共 同で 開 発 した 「リレ ーシ ョ ナ ル 化 学災害

データベ ース 〔RISCAD ）」を AIST の 研 究 情報 公 開 デー
タベ ース

（RIODB ）の 1 つ として 公 開して い る（ht【p ：1Aww ．aist．go．jptRIODB
IRISCAD1）．ここで は RISCAD の 概要，花火 関係 の 事故 の 検索

方 法 と検索 結 果，事 故 の 解 析方 法 に つ い て 紹 介 す る。

2．RISCAD の 概 要

　2005年 フ月 現在の 収 録事例は ，1949年 10月 28 日か ら2002

年 12月 31 日まで の 4．186 件 で ある。現 在 2003 年 12 月 まで の

事 例 の 登録 が 終 了して お り，間もなく公 開 す る予 定で あ る、

　事 例 の 出典 は，産総研 の 「災害事 例デー
タベ ース 」（約 4，000

件 ）の 他，事故 事 例 集 「反 応危 険一事 故事 例 と解析一」（施 策 研 究セ

ン タ
ー

），消 防 関係 の 危 険物 や 労働災 害関係の 事故事 例，最近

の 事 故 事 例 の 報 道情報 などで あ る。事 故の 関連 物 質の 熱 的危

険性 や 混 触 危 険性 デー
タは ，「ブ レ セ リッ ク危 険物 ハ ン ドブ ッ ク」

（丸善）や 「化学薬 品の 混触 危 険 ハ ン ドブ ック」（日刊 工 業新聞社）

の 情 報 をもとに 作成 した。
　RISCAD に は，一般 的 なデータベ ース として の 発 生年 月 日，

発 生 場所，事 故概 要 （フ リーワ ードによ る全 文 検 索）な どに よる検

索 機 能 の 他 に 次 の ような機 能 を 有す る。専 門 家 に よ っ て 階層 化

され た 最終事 象，工 程 ，装 置，推 定原 因，被 害 事象の 階 層 化キ

ーワ ードに よる検 索機 能 ，JST が 所 有 す る 「目本 化 合 物 辞 書 （日

化 辞）1を用 い た 化 合物の 別 名に よる検索機 能 ， 事 故 事 例 検 索

結 果 の グラフ お よび 地 図 を用 い た ウェ ブ ブ ラウザ 上 で の ダイ ナ ミ

ッ クな統計 解 析機 能，事故 事例 デー
タ項 目と関 連 物質 の 熱 的 危

険性 デ
ー

タとの リン ク，ウェ ブブラウザ 上 で の 熱 分 析 （DSC ）デ
ー

タ

の ダイナ ミッ クな表 示解 析 機 能，事 故 の 付 帯 情報 として の 反 応プ

ロ セ ス フ ロ
ー図，機 器 ・設 備配 置 図，反応 式 などへの リン ク，事故

を時 系列 的 に整 理 し，解 析 した事 故進 展 フ ロ
ー図 へ の リン クで あ

る。ま た，昨年 度 は 物 質 名 か ら物 質の 危険性 情報を検索す る機

能 が追 加 され た。RISCAD の 検索画 面を図 1に 示 す。

　 RISCAD の 情報 源 とな っ て い る「災害事例 デー
タベ ー

ス 」が経

済産 業 省 所 管 の 火 薬 類，高 圧 ガ ス 関連の 事 故事 例 を中心 に収

録 され てい た の で，RISCAD にお い て も，火 薬 類を階 層化 キ
ー

ワ

ー
ドに よっ て 検索す る機 能を有す る。RISCAD で 用 い られ て いる

火薬類の 階層 化キーワ ードの うち，花 火 に関 連 す るもの を図 2 に

示 す。
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Fig．1　Se．aroh 　page　ofRISCAD
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3花 火 事故の 検 索方 法 と結果

　 花火の 事故 を検索す るには，先 に示 した火 薬 類の 階層 化 キー

ワ
ー

ドを用 い る。図 2 の 第 3 分 類 に あ るような 個別 の 原 料の 種類

や花 火 の 種 類 によっ て 検 索 す ることも可 能 で あるが，ここで は，ま

ず ，第 2 分類 の 「混 合火 薬 類1煙火 原 料 」お よび 「火 工 品ノ煙火 」で

検索をして み る。
　 図 1の 検索項 目の 「12．火 薬類1第 2 分if1］の 右側の プル ダウ

ン メニ ュ
ーか ら「煙 火 原料 」を選 択 し て，一番 下の 「検 索 開始 」ボ

タン を押 す と，「47 件の 事 例 が見つ か りました」と表示 され る。一

方，同じく「煙火 」で 検 索す ると421 件 が 見っ か っ た 。 事例 を精査

すると「煙火原 料」の 事例の 約 半分 は 「煙火 1の 事例と重複して い

ることが わか っ た 。 これ は ，例え ば，煙火 工 場で の 事故の 場合，
煙火 原 料 と製 品 の 煙火 の どちらが原 因か わか らない 場 合 があり，
また，両者が 混在して い る場合が多いか らである。
　 RISCAD に は 検索結果 をグラフで 表 示 す る機能 が あ る。図 1
の 検 索結 果 の 表 示 方 法か ら「グラフ 表 示 」を選 択 し，検 索後 に グ

ラフ の 種類 を選 択する。「煙火」の 爆 発事例 を都 道府 県 毎 の 件数

で 表 示 した結 果 を図 3に示 す。愛知 県 が最も多 く，北海 道，秋 田 ，
東 京，静 岡，広 島，福 岡，鹿児 島な ど，花 火 の 盛 んな 土地 で件

数が 多い こ とが わ か る。
　 次 に 「煙 火 原 料 」の 工 程 毎の 件 数を検 索 する。検 索項 目の 「3．
キーワード分 類 」か ら「工 程 【第 1分類 】」を選 択 し，右側 の プ ル ダ

ウ ンメニ ュ
ー

か ら 「生 産 ・製 造 」を選 択，さらに 検索項 目の 「12．火
薬 類 【第 2分類 】」の 右 側 の プル ダウン メニ ュ

ーから「煙 火 原料 」を

選 択 すると 26件 が 見 つ か る。同様 に 「消 費」が 10件，「貯蔵」が 5

件な どとなっ て い る。 また，刺激 要 因 （トリガ ）で 見 ると，「煙 火 」，
「煙 火 原 料 」ともにトリガ が は っ きりしない もの が多 く，合 わせ て

「摩擦」が 6件，「火 炎，火 花」が 3 件などとなっ て い る。

4，事例 解 析 方法

　RISCAD は，利 用 者が 類 似の 事故 を防止 す るため に役 立 っ

情報 を提 供す ることを 貝的 として お り，そ の 一
つ として 「事故 進 展

フ ロ
ー図 」を作 成 し，事 故 事例 にリン クさせ て い る。火薬 類 の 事 故

事例に 関 して は，1994年か ら2000 まで の 火薬類製造中の 事故

を（社）火 薬学会 環 境安全 委員会 安全 情報小 委 員会 （小 川 委 員

長 ）で 解析 を行 っ た結 果 が，「事 故 進 展 フ ロ
ー図」として まとめ ら

れ て い る。一例 を 図 4 に 示 す。
　事 故事 例 の 解析 を行 うにあた っ て は，で きる限 り多くの 人 々 の

知識 や 経験 を取 り込 め るように上 記 の 委 員全 員 で 且 件 つ つ 検討

す るこ とに し た。しか しな が ら，限 られ た 時 間 の 中で 全 員 が 報 告

書の 全 文 に 目を通 す ことは 困難 で あるた め ， 担 当を決 め ， 事 故

事例 解 析 の た め の た た き台を 作 成す るこ ととした。この た た き台と

して 非常に 有用で あっ たの が，「事故進 展フ cr− SW」で ある。
　 「事 故進 展 フ ロ

ー図 」は，定 常状 態 か ら事 故 の 発 生 ， 事 故 後 の

対 応 ま で の 経 緯 を時 系 列 で 記 載 し た フ ロ
ー

図で ，原 型 は

RISCAD の 中で 開発されたもの で ある。 ただ し，　RISCAD は化 学

プラン トで の 事 故 事 例 の 解 析を主た る目的 として 開 発されたた め，
火薬 類 関連業界 で は あま り馴染みの ない HAZOP とい うリスク解

析 手 法 に 基 づ き，化 学プ ラン トにお ける通 常 運転 状 態か らの 「ず

れ」を抽 出す るようなフ ォ
ー

マ ッ トとなっ て い た。化学プ ラン トに お

い て はこの ような 「ずれ 」が や が て 異常反 応へと発 展 し，制 御不

能 となっ て 事 故 に至 ることが多い た めで ある。しか しなが ら，火 薬

類 による事 故 の ように 直接 的 な原 因 か ら瞬 時 に事故 に至 っ て し

まうような事例 で は，そ の ような「ず れ 」を抽出 すること自体が 困 難

で あり，事故を解析す るに は 不 適翅 で あっ た。そこで，これ に 改

良を加 え，事 故に関連 す る現 象 の フ ロ
ーに 対 して ，原 因となる事

象 を抽 出す るようなフ ォ
ー

マ ッ トを提 案 し，新しい 「事 故進 展 フ ロ

ー
図」を用 い た再解析を行 っ た。

　 「事 故 進展 フ ロ
ー図 」で は，事故 の 時 系列 的な進 展 とそれ ぞれ

の 時点で の 原 因 となっ た 事 象が 容 易 に 理解 で きることがわか る。
この 「事 故 進 展 フ m 一図」を用い ，担当者 が 解析対 象となる事故

の 経 過を説 明 し， 全 員が事 故を理 解した上で そ の 事故 に つ い て

議論を行っ た。議論の 結果，報 告 書に 記 載 され た 内容 に 基 づ く

事 故原因 ばか りで は なく，対象となっ た 事故とは 直接関係 はない

か もしれ ない が，一般 的 に類似 の 現 揚 などで 起 こり得るような，委

員の 経験 に 基づ い て推定された 事故 原 因 なども随 時 追加 した。
こ うした推 定 原 因 などは 事 故 を より

一
般化 して 考え，教 訓を導 き

出し，今後 の 事故 を防止 す るため に有 用 で あると考えた た め で あ

る。

5．まとめ

　 「リレ ー
シ ョナ ル 化 学 災 害デ ータ ベ ース 」の 概 要 ，花 火 関係 の

事故の 検 索 方 法 と検 索結果，事 故事例 の 解析方 法を紹介した。
「リレ ーシ ョ ナ ル 化 学 災 害 データベ ース 」を有効 に 活用 して い た

だいて ，過 去 の 事 故 事例 と類 似 の 事 故 を起 こさない こ とはもちろ

ん，積 極 的 に事 故事 例を学 び，教訓 を事故防止 に 活か してい た

だけた ら幸 い で あ る。また，現 在，データベ ース 項 目に 厂教 訓」を

追 加す ることを計 画 して お り，なお
一

層役 立つ デ
ー

タベ ー
ス を目

指 して い る。
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